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155. 高錦織より開始した持久的トレーニングi劫E毒舎に伴う

ミトコンドリアロ執の突然変襲の響機を釘織できるか?
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[l3 fl~l ミトコンドリア内;こは核とは別に 11l g!のDNA

(mIDNA)がお寂することが知られてし、る J丘il::.lml締に

伴う諸機能のi説。Fゃいくつかの疾患はmtDNAの突然変異が

細胞内に響機することによって生じるという報告がなされ，

校長iされている.従来より様々な疾病に対する予防，治療

策として巡動が取り入れられてきた}翠動は身体の義変化的

能力をi弱いレベルを維持.Jt進することが合怒るれておワ.

mtDNAの'約機奨の議瀦均科部jされる iiJ能性jJ.?d言えられる且

これまで， 1選議JJ と lJí]~鈴に宇I~ う mtDNAの突然変呉の薬殺との

関係について調べた研究拭見られない.そこで本研究は，

ラットにおいて:湾総JVlにflE告する22カ月齢より持久的淀行

トレーニングを開始し，議i齢~こ伴う脅格筋mtDNAの突然変

異の婆績にどのような露草撃を及ぼすのかについて切らかに

することをgG{jとしておこなった.

[jji;去}被後動物iこはWistar系竣t:tラット (3，22カ月齢〉

をJ!Jい， コントロール群と通勤若手;こ分類した. トレーニン

グはトレッドミ Jレによる定 Ö~ トレ句~二ング (30 m/min; 10 

i控鈴のみ電 20m/min)を11:](泊分. )器51:1. lO:il針おれ¥議'

検鍛jにはとうメ筋と主総筋を}苦いた.泌総から総DNAをおlJ

出し， IIcstcd PCR訟をよ詩いてlJlJ鱗に伴って特に多く蓄積さ

れるとされる4.834bpの欠失〈ωmmωaletion)を手iする

n¥tDNAを持った機体数，および各鵠体におどEしたその他の

突然変異数を算出した.また，特徴的な2つめ結果に対し

ては境基自己到jを決定し，磁認をおこなった.

{総巣および考委案]ωmm(沼1{~Ietionは務鈴群でi:まヒラメ筋，

選議筋ともに29E!-i中2践に存複したのみであったのに対し，

i高齢畿では16践t;ドヒラメ議jで9係，足!記筋で 151患に存在し

た.従って，ラットの符橋筋においても加誌もにfWいmtDNA

の突然変異が蓄穣していることが切らかとなった‘またe

:i!!筋線維の方がJJlJ齢に伴う経緯を受けやすいことがぷ唆さ

れた. しかしながらトレーニングによる影響はほとんど見

られなかった‘各{蕗{本に存殺していた突然変異数において

も問畿な結果を訴し， トレ…ニングによる影響は見られな

かった.これらの結果は，本研究で月jし、た強皮. wm立開

始時鰐のi選毅jトレーニングはmtDNAの突然変異の蓄積;こは

i怒号-しない可能性を〉示唆している宅 しかしながら事本研究

で丹れ、た方法は議uかな;志議性には欠げるため，結論づける

には箆なる検討を必袋としている.本研究でiまmtDNAの突

然変立もがすでに議殺していると思われる高齢ラットに対し

て遜YlJJトレーニングそ行吋たが..tiit 、ころから謹製jをtf~

た擦には突然変異の蓄穣が抑制されている可能桂こが依熱残

iきれている‘さらに本研究で拭，これまでに報告されて、い

ない新たな5，336bpの欠失を有したmtDNAがばほ全ての稿!

体iこ存在していることを確総した
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